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1．はじめに 

近年，PIM やライフログへの関心が増加し，

多くの研究で多種多様な個人の情報を活用する

アイディアが提示されている．このような背景

の中，松本らはカレンダー，Twitter の履歴情報

と撮影した写真の枚数を用いてタグクラウドを

生成し，個人の記憶の想起を支援するシステム

を開発した[1]． 

本研究では，[1]の提案手法及びシステムの有

効性を，5 つの評価実験により評価した．実験 1

ではタグ選択アルゴリズム，実験 2 では提案手

法で作成したタグクラウド，実験 3 では時間情

報を用いたタグのソート方法の有効性の確認を

行った．実験 4 ではタグの重み付けのパラメー

タの変更実験，実験 5 ではシステム全体の使用

実験を行った． 

 本稿の構成は以下のとおりである．2 節で[1]

の提案手法及びシステムについて，3 節で実験に

ついて述べる．4 節では実験の結果からの考察に

ついて述べる． 

2．先行研究 

 [1]では，記憶の想起を支援するために，

Google Calendar（以下カレンダー）と Twitter

からテキストと日時のデータを抽出し，タグク

ラウドを用いて可視化を行う．ユーザが撮影し

た写真の枚数に着目し，よく写真を撮ったより

印象的な日の記憶を想起させる． 

2.1 キーワード抽出アルゴリズム 

カレンダーのイベントタイトルと Twitter の

ツイートを，Mecab を用いて形態素解析を行い，

不要語（例：「明日」，「今日」など）除去後，

名詞を抽出する．連続した名詞は結合する（複

合名詞）．抽出した語は日時情報とともに履歴

構造と呼ぶファイルに格納する． 

2.2 タグ選択アルゴリズム 

 一般的に，タグクラウドにおけるタグ選択ア

ルゴリズムは単語の出現頻度 tf やコンテンツの

人気度で計算される．[1]では，単語の頻度に写

真の枚数を考慮する新たな計算手法を考案した

（式 5）．語の重みづけは情報源によって異なる． 
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式 1，4 ではそれぞれ，カレンダーの語 t の重

み，Twitter の語 t の重みを計算する．Gdate(t)は

語 t の日付情報を取得し，Cphoto(R)は日付 R に

おける写真の枚数を取得する関数である．

Ctweet(R)は日付 R におけるツイート数を取得し，

Gtime-ba(t)は語 t の前後 1 時間の日時情報を取得

する関数である．また，HS はキーワードと日時

情報を格納しているファイルを意味する．すべ

ての語の重みを比べ，上位 30 位までの語をタグ

クラウドに表示する． 

3．実験 

提案手法及びシステムの有効性を評価するた

めに 5 つの実験を行った．実験 1～4 は 19 歳か

ら 26 歳の男性 10 名，実験 5 は 8 名を対象とし

ている．被験者は全て，Twitter を使用し，予定

をメモ帳やカレンダーなどに記載し，携帯電話

やカメラなどで写真を撮影している．扱うデー

タは，実験月の一か月前から一年前（十二か月

前）までの中の一か月分である． 

3.1 実験 1 

 タグ選択アルゴリズムを評価するために，提

案手法と比較手法を比較した．比較手法では単

語の出現頻度 tfを用いている(式 6)． 
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 二つの手法から上位各 30 個の語を抽出し，被

験者に提示する．これらの語が記憶の想起に有

効かを 5段階で評価させた． 

提案手法では平均 2.6，比較手法では平均 2.2

であり，提案手法の方が良かった． 

3.2 実験 2 

二つの手法から 6 つのタグクラウド（A-F）を

生成し被験者に見せ，記憶の想起に有効だと思

うものを選択させた．それぞれのタグクラウド

の違いを表 1に示す． 
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表 1：6つのタグクラウド 

 情報源 重みづけ 

A カレンダー Twitter 提案手法 

B カレンダー  提案手法 

C  Twitter 提案手法 

D カレンダー Twitter 比較手法 

E カレンダー  比較手法 

F  Twitter 比較手法 

 10人中 8人がカレンダー，Twitter，提案手法

の組み合わせで作成されたタグクラウド A を選

択した． 

3.3 実験 3 

 異なる 3 つのソート方法（A:日時順，B:文字

コード順，C：単語の重み順）で生成されたタグ

クラウドを見せ，記憶の想起に有効だと思うも

のを選択させた． 

10 人中 9 人が日時順で生成された A を選択し

た． 

実験 1-3 より，提案手法で作成したタグクラ

ウドの有効性を確認した． 

3.4 実験 4 

 カレンダーと Twitter の語の重みの係数を変

更（式 7）して生成されたタグクラウドを見せ，

記憶の想起に有効だと思うものを選択させた．

結果を表 2に示す． 
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表 2：カレンダーと Twitterの重みの割合 

被験者 1 2 3 4 5 

αの値 0.5 0.6 0.5 0.9 0.9 

被験者 6 7 8 9 10 

αの値 0.5 0.5 0.6 0.2 0.9 

 αの値の平均は 0.6 であり，0.2 から 0.9 まで

のばらつきがあった．この結果から，被験者に

よってより良いタグクラウドが得られるαの値

は異なることがわかった． 

3.5 実験 5 

図 1は第一著者の 2014年 8月のデータを用い

た記憶想起支援システムの表示例である．第一

著者は，この期間に友達と大阪観光をし,多くの

写真を撮影した．図 1 では，このことに関する

語（難波，海遊館，串カツなど）が大きく表示

されている．カレンダーの語は緑色，Twitter の

語は青色，両方にある語は赤色で表示される．

タグクラウド内の語をクリックすると，その語

が使われたツイート，予定を検索することがで

きる．また，システムにはαの値を変更するこ

とができるスライダーを付けている． 

システムを実際に操作させ，質問紙，インタ

ビュー，観察による評価を行った．  

 
図 1：記憶想起支援システム 

 「このシステムが記憶の想起に役に立ちまし

たか」という質問への 5 段階評価の回答結果を

表 3に示す． 

表 3：システムの有効性 

被験者 1 2 3 4 

評価 5 5 4 4 

被験者 5 6 7 8 

評価 5 5 5 5 

全ての被験者が 5（非常に役に立った），また

は 4（やや役に立った）と回答し，評価の平均も

4.8 と高かった．この結果から，本システムは記

憶の想起に有効であることがわかった． 

4．考察 

 実験 1～5の結果から[1]の提案手法，システム

は記憶の想起に有効であることがわかった．し

かし，タグクラウドの中にゴミが目立つなどの

コメントもあった．カレンダーの予定の量，ツ

イート数，写真枚数の偏り方によってタグクラ

ウドの評価が変わるため，それらを踏まえ，よ

り良い重みづけ手法の考案が必要である． 

5．おわりに 

 提案手法とシステム[1]を 5 つの実験により評

価し，記憶の想起に有効であることを確認した．

今後はタグクラウド以外の視覚化方法（先行研

究[2]など）との比較実験を行う予定である． 
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